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前回再評価後５年経過
 

事業名 一般国道４号 築館
つきだて

バイパス 事業種別 一般二次 

事 

業 

の 

目 

的 

 

一般国道４号は、東京
とうきょう

都中央
ちゅうおう

区と青森
あおもり

県青森
あおもり

市を結び、広域交通の支援並びに沿

線市町村の連携強化を図る幹線道路である。 

築館
つきだて

バイパスは、栗原
くりはら

市内の交通混雑の解消、交通安全の確保、沿道環境の改善を

目的とした事業である。 

 

起終点 
自：宮城

み や ぎ

県栗原
くりはら

市築館赤坂
つきだてあかさか

 

至：宮城
み や ぎ

県栗原
くりはら

市築館
つきだて

城生野
じ ょ う の

 

延 長 

供用済 

 

７．０ ｋｍ 

－ ｋｍ 

事業化 昭和５８年度 都市計画決定 昭和５６年度 

用地着手 平成７年度 工事着手 平成１３年度 

全 体 事 業 費 ・ 進 捗 率   

全体事業費 
（うち用地費） 

執行済み額 
（うち用地費） 

全体進捗率 
（うち用地費） 

H14 再評価時 

全体事業費 
（うち用地費） 

完成 180 億円(50 億円) 52 億円(23 億円) 2 9 ％ ( 4 6 % ) 130 億円(50 億円) 

暫定 140 億円(50 億円) 52 億円(23 億円) 3 6 ％ ( 4 6 % ) 90 億円(50 億円) 

事 
 

業 
 

の 
 

概 
 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

築館バイパス 

栗原市築館薬師一丁目

   事業区間（今回対象区間） 
高規格幹線道路 
直轄国道 
主要地方道・県道 
道路交通センサスポイント 
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整備状況・供用区間状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現道の道路混雑状況 
 

事 
 

業 
 

の 
 

概 
 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

築館バイパス整備状況（L=7.0km） 

（栗原市築館赤坂から金成方面を望む）

▼栗原市内を通過する国道４号の混雑状況 

資料：各年道路交通センサス ※各年度の混雑度算出に用いる交通容量はＨ17 道路交通センサス基準に基づき算出 

   ※S50、S58 は 24 時間交通量の計測が行われていないため、S60 の昼夜率にて換算 

※H2 は 24 時間交通量の計測が行われていないため、H6 の昼夜率にて換算 

▼現道の交通量及び混雑度の推移 

写真：国道 4 号 伊豆野原交差点付近 写真：国道 4 号 伊豆野原交差点

築館バイパス整備状況（L=7.0km） 

（栗原市築館源光から金成方面を望む）

国道４号　栗原市築館字城生野下北袋

7,237
8,839 9,518

9,0758,1106,7156,073
5,583 6,177

13,040
12,614

12,198

8,6508,502

11,841

9,7709,400
7,816

1.151.141.11

0.770.71

0.99
0.910.82

0.74
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国道４号　栗原市築館薬師一丁目

12,062
13,585 14,838

14,83914,124
11,13310,784

11,331 10,736

16,890
15,863

1.421.43

1.50

1.021.07
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1.10

1.16
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日交通量（台/24h）
昼間交通量（台/12h）
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事業投資効果  

事 
 

業 
 

の 
 

投 
 

資 
 

効 
 

果 

○前回再評価時費用便益比（Ｂ／Ｃ）との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回再評価時のＢ／Ｃ（残事業）】 Ｂ／Ｃ＝２．２ 

【今回再評価時のＢ／Ｃ（残事業）】 Ｂ／Ｃ＝２．５ 

 

【前回評価時からの変更点】 

 

 

 

 

 

 

 

（前回再評価時の計画交通量） 

・バイパス＝14,600 台/日 

（今回再評価時の計画交通量） 

・バイパス＝16,700 台/日 

・全国的な総走行台キロの改訂(フレームの見直し) 

・道路網の見直し 

→規格の高い道路等のネットワーク条件の見直し 

＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％ ＋２０％ －２０％

１８９ １８９ １８９ ２０３ １７５ １８５ ２０８

事　 業 　費（億円） １６３ １６３ １６３ １７７ １４９ １６５ １７３

維持修繕費（億円） ２６ ２６ ２６ ２６ ２６ ２０ ３５

３０８ ３３８ ２７８ ３０８ ３０８ ２３１ ４０６

走行時間短縮便益（億円） ２９０ ３１９ ２６２ ２９０ ２９０ ２１７ ３８３

走行経費減少便益（億円） １２ １３ １１ １２ １２ ９ １６

交通事故減少便益（億円） ６ ６ ５ ６ ６ ４ ８

１．６ １．８ １．５ １．５ １．８ １．３ ２．０

＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％ ＋２０％ －２０％

１２４ １２４ １２４ １３４ １１４ １２２ １２７

事　 業 　費（億円） ９８ ９８ ９８ １０７ ８８ ９８ ９８

維持修繕費（億円） ２６ ２６ ２６ ２６ ２６ ２４ ２８

３０８ ３３８ ２７８ ３０８ ３０８ ２８４ ３３４

走行時間短縮便益（億円） ２９０ ３１９ ２６２ ２９０ ２９０ ２６８ ３１５

走行経費減少便益（億円） １２ １３ １１ １２ １２ １１ １３

交通事故減少便益（億円） ６ ６ ５ ６ ６ ５ ６

２．５ ２．７ ２．２ ２．３ ２．７ ２．３ ２．６

※費用および便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある

○純現在価値（ＮＰＶ） 【全　線】　１１９億円　　【残事業】　１８４億円

○経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 【全　線】　６．３％　　 【残事業】　１０．６％

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）

費用便益比　Ｂ／Ｃ

基　 本
ケース

費 用 C （ 現 在 価 値 ）

【全　線】

便 益 Ｂ （ 現 在 価 値 ）

交通量変動 事業費変動

（前回再評価時の計画交通量 　・バイパス＝１４，６００台／日　　・現道＝７，０００台／日）

事業期間変動

※下表の数値は、基準年（平成１９年）における現在価値換算した金額を記載。

計画交通量(平成４２年度) 　・バイパス＝１６，７００台／日　　・現道＝４，９００台／日

感　　度　　分　　析

費 用 C （ 現 在 価 値 ）

便 益 Ｂ （ 現 在 価 値 ）

費用便益比　Ｂ／Ｃ

事業期間変動

【残事業】

基　 本
ケース

感　　度　　分　　析

交通量変動 事業費変動
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事業を巡る社会経済情勢等の変化（１／６）  

事 
 

業 
 

の 
 

必 
 

要 
 

性 
 

等 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

視 
 

点 

○客観的評価指標（指標５４項目中１０項目に該当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○印は定量的な記述で効果を確認。□印は、定性的に効果の有無を確認。該当箇所は●及び■で表示 

 

 

 

 

●現道等の年間渋滞損失時間及び削減率 

○現道等における混雑時旅行速度が 20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される 

□現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が 10,000 台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通

改善が期待される 

■現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 

■新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる 

円滑なモビリティ

の確保 

□第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる 

□重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる 

■農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上 

1.活力 

物流効率化の支援 

□現道等における、総重量 25tの車両もしくは ISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間

を解消する 

□都市再生プロジェクトを支援する事業である 

□広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する 

□市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

□中心市街地内で行う事業である 

□幹線都市計画道路網密度が 1.5km/km2である市街地内での事業である 

□DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する 

都市の再生 

□対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は 16ha 以上、大都市においては 100戸

以上又は 5ha以上)への連絡道路となる 

□高速自動車国道と平行する自専道(A’路線)としての位置づけあり 

□地域高規格道路の位置づけあり 

□当該路線が新たに拠点都市間を高規格道路で連絡するルートを構成する(A’路線としての位置づ

けがある場合) 

□当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 

□現道等における交通不能区間を解消する 

□現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する 

国土・地域ネットワ

ークの構築 

■日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

□鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する 

□拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する 

■主要な観光地へのアクセス向上が期待される 

□特別立法に基づく事業である 

□新規整備の公共公益施設へ直結する道路である 

1.活力 

個性ある地域の形

成 

□歴史的景観を活かした道路整備や中心商店街のシンボル的な道路整備等、特色あるまちづくりに資

する事業である 

□自転車交通量 500 台/日以上、自動車交通量が 1,000 台/12h 以上、歩行者交通量が 500 人/日以上

の全てに該当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転

車の通行の快適・安全性の向上が期待できる 

歩行者・自転車のた

めの生活空間の形

成 

□交通バリアフリー法における道路特定事業に位置づけがある、又は交通バリアフリー法に基づく重

点整備地区における特定経路の形成する区間が新たにバリアフリー化される 

□対象区間が電線類地中化 5 ヶ年計画に位置づけあり 無電柱化による美

しい町並みの形成 □市街地又は歴史景観地区(歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区)の幹線道路に

おいて新たに無電柱化を達成する 

2.暮らし 

安全で安心できる

くらしの確保 

■三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 



 5

事業を巡る社会経済情勢等の変化（２／６）  

事 
 

業 
 

の 
 

必 
 

要 
 

性 
 

等 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

視 
 

点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※○印は定量的な記述で効果を確認。□印は、定性的に効果の有無を確認。該当箇所は●及び■で表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上図に示す整備・未整備時の数値は、B/C との整合を図るため H42 時点での推計値を用いている。

※CO2 排出量原単位は、2,300 円/(t-C/年)を用いている。（二酸化炭素排出削減量の貨幣換算［参

考：道路投資の評価に関する指針（案）］） 

※建設時に発生するＣＯ２排出量は算出に入れていない。 

 

2,567,201

2,572,317

2,560,000.0

2,563,000.0

2,566,000.0

2,569,000.0

2,572,000.0

2,575,000.0

当該事業
未整備時

当該事業
整備時

(t
-
C

O
2
/
年

)

渋滞損失時間の削減 二酸化炭素（ＣＯ２）の削減 

当該区間の渋滞損失削減率 

約９割削減 
ネットワーク全体の CO2 排出削減量 

5,116t（t-CO2） これは、約 1,176 万円/年に相当 

【参考】

□現道等に死傷事故率が 500 件/億台キロ以上である区間が存在する場合において、交通量の減少、

歩道の設置又は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる 

安全な生活環境の

確保 

□当該区間の自動車交通量が 1,000 台/12h 以上(当該区間が通学路である場合は 500 台/12h 以上)か

つ歩行者交通量 100人/日以上(当該区間が通学路である場合は学童、園児が 40人/日以上)の場合、

又は歩行者交通量 500 人/日以上の場合において、歩道がない又は狭小な区間に歩道が設置される

□近隣市へのルートが 1つしかなく、災害による 1～2箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

□対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計

画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業 5 ヶ年計画に位置づけのある路線(以下「緊急輸送道

路」という)としての位置づけあり 

■緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する 

□並行する高速ネットワークの代替路線として機能する(A’路線としての位置づけがある場合) 

□現道等の防災点検又は震災点検用対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制

等が解消させる 

□現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する 

□避難路へ 1km 以内で到達できる地区が新たに増加する 

□幅員 6m以上の道路がないため消火活動が出来ない地区が解消する 

3.安全 

災害への備え 

□密集市街地における事業で火災時の延焼遮断帯の役割を果たす 

地球環境の保全 ●対象路線の整備により削減される自動車からの CO2排出量 

○現道等における自動車からの NO2排出削減率 

○現道等における自動車からの SPM 排出削減率 

■現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが

期待される区間がある 

4.環境 

生活環境の改善・保

全 

□その他、環境や景観上の効果が期待される 

□道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけられている 

□関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり 

他のプロジェクト

との関係 

□他機関との連携プログラムに位置づけられている 

5.その他 

その他 □その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる 
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事業を巡る社会経済情勢等の変化（３／６）  

事 
 

業 
 

の 
 

必 
 

要 
 

性 
 

等 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

視 
 

点 

１．交通混雑の解消 
・現状では、国道４号の栗原市街地部から（主）築館栗駒公園線の合流部にかけて、

交通が集中しているため、旅行速度が低下している。（Ｖmin：11.4km/h） 
・築館バイパスの整備により、市街地を通過する交通がバイパス側に転換し、現道

の負荷は軽減され、現状の交通混雑が解消する。（混雑度：1.63→0.41） 

▼バイパス並行区間の旅行速度と交通量 
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写真：国道 4 号 伊豆野原交差点付近
国道４号　栗原市築館薬師一丁目
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【整備前】

国道４号

【整備後】

国道４号 築館BP

交通量(築館BP)

センサスポイント 

栗原市築館薬師一丁目 

20,064 台/日 
23,224 台/日

11,972 台/日 

9,959 台/日
12,339 台/日 

資料：H17 事務所実測値（プローブデータ）、H18 事務所実測値（交通量調査結果）、H17 道路交通センサス 

注）事務所実測値は 12h 交通量のため、H17 道路交通センサスの昼夜率を乗じて 24h 交通量に換算 

17,563 台/日 19,838 台/日

23,195 台/日

宮野交差点 

▼バイパス整備前後における国道４号の交通量と混雑度 

栗原市中心部から(主)築館栗駒公園線

にかけて速度が低下 

市街地を通過する交通が多く、

渋滞が発生。 

築館バイパス整備により、国道４号

の交通が転換し、混雑が解消。 

栗原市中心部の小山交差点から

宮野交差点にかけて交通が集中

小山交差点 

伊豆野原交差

0.35

資料：H18 事務所実測値(交通量調査結果)、H42 推計値 

築館バイパス整備前、整備後の国道 4 号は、H17 センサスの観測地点の交通量を使用 

築館バイパスは、H42 推計値における H17 センサスの観測地点と並行する区間の交通量を使用 
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事業を巡る社会経済情勢等の変化（４／６）  

事 
 

業 
 

の 
 

必 
 

要 
 

性 
 

等 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

視 
 

点 

２．安全性の向上 
・国道４号の市役所前～宮野交差点間は、交通事故が多く、当該区間の事故率(H14

～H17 平均値)は、宮城県平均の約２～３倍(H14～H17 平均値)となっている。 

・事故多発区間の事故形態を見ると、停止車両への追突事故が多いことから、信号

による停車や混雑による滞留中における追突事故が発生していると推測される。

・築館バイパスの整備により、通過交通約 15,000 台/日がバイパス側に転換するこ

とで交通混雑が緩和され、当該区間における事故が発生しやすい渋滞等の発生頻

度が減少することから、安全性の向上が図られる。 

▼現国道４号における事故率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

国道４号　栗原市築館薬師一丁目
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【築館BP整備後】

国道４号 築館BP
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正面
衝突

追突 出合頭 進路
変更時

右折時 その他

件/4年

左折 直進(減速) 直進(等速) 停止
直進(加速) 0 0 1 0 2
直進(減速) 0 0 0 3 3
直進(等速) 1 2 0 28 31
発進 0 0 0 4 4
総計 1 2 1 36 40

加害者
行動

被害者行動
総計

0

100

200

300

0

20

40

60
事故率 旅行速度(上下平均)

（件/億台キロ）

宮城県平均：83.5件/億台キロ(H14～H17平均値)

旅行速度（km/h）

70.9
97.9

155.3

267.9

78.8
47.3

10.5

41.7

30.9
35.8

21.2

23.1
30.2

23.5

33.4

15.0

24.8

36.4

50.9

資料：H14～H17 交通事故データより集計

追突事故の 

割合が多い 

信号等による停車や混雑による滞留

している車両への追突事故 

資料：H14～H17 交通事故データより集計 

▼ 事故多発区間（伊豆野原交差点付近～宮野 

交差点付近）における事故形態 
▼国道４号の交通混雑 

信号待ち、右左折などの停止中車両への追突

バイパス

に転換 

伊豆野原交差点
宮野交差点 

15.0～33.4km/h

市役所前交差点 

速度が低下している区間で事故

率が増加している。 
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事業を巡る社会経済情勢等の変化（５／６）  

事 
 

業 
 

の 
 

必 
 

要 
 

性 
 

等 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

視 
 

点 

３．沿道環境の改善 
・ 現状の国道４号は、大型車の通行台数が多く、夜間の騒音レベルが要請限度を超

過している。 
・ 築館バイパスの整備により、国道４号を通過する大型車がバイパス側に転換する

ため、現道の沿道環境の改善が図られる。（夜間騒音レベル：74db→59db） 

▼国道４号の道路交通センサスと環境センサスの観測ポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道４号　栗原市築館薬師一丁目
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国道４号　栗原市築館伊豆一丁目
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騒
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レ
ベ
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昼間(6～22時) 夜間(22～6時)

（db）
昼間要請限度：75db

夜間要請限度：70db

資料：H17 道路交通センサス、H42 推計値 
▼国道４号における現況とバイパス整備後の騒音レベル

資料：現況は、環境センサス値、バイパス整備後は H42 推計値から算出 

注）バイパス整備後は、「道路投資の評価に関する指針(案) 道路投資の評価に関する指針検討委員会」に基づき、算出 

騒音レベルの低下により、

沿道環境が改善 

国道 4 号を利用していた大型車

がバイパスに転換 

▼国道４号における現況とバイパス整備後の交通量と大型車混入率 

騒音測定箇所 

栗原市築館伊豆一丁目 

センサスポイント 

栗原市築館薬師一丁目 

夜間要請限度を超過 
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事業を巡る社会経済情勢等の変化（６／６）  

事 
 

業 
 

の 
 

必 
 

要 
 

性 
 

等 
 

に 
 

関 
 

す 
 

る 
 

視 
 

点 

 
○環境影響評価の対応 
 評価対象区間については、環境影響評価実施要綱等に基づく環境影響評価は、実

施していない。 
 事業実施にあたり環境影響が生じる場合等においては、専門家等の助言を踏まえ、

適切な対応を図る。 
 
 
○事業採択時より再評価実施までの周辺環境等の変化 
この事業の目的が失われるような周辺環境の変更は無い。 
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事業の進捗状況について  

・遺跡の取り扱いについて検討を進めている。他の区間については事業進捗にかか

る問題はない。 

供用予定等今後の事業の見通し 
 事 

 

業 
 

の 
 

見 
 

込 
 

み 
 

の 
 

視 
 

点 

起点側国道４号交差点～（県）若柳築館線の L＝１.８ｋｍについて、平成１９

年度の部分２車線暫定供用を目標に事業推進を図る。 

（県）若柳築館線～国道３９８号交差点の L＝１.３ｋｍについて、平成２０年

代前半の部分２車線暫定供用を目標に事業推進を図る。 

平成２０年代前半の暫定２車線全線供用を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コスト縮減メニュー  
コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案
立
案
等
の
可
能
性
の
視
点 

 

・「耐候性鋼材」を採用し、初期コスト及びライフサイクルコストともに経済的で、

維持管理のコスト縮減を図る。 
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地 

方 

公 

共 

団 

体 

等 

の 

意 

見 

 

  以下の団体等から、築館バイパスの整備促進についての要望あり 
 

○築館町長・志波姫町長 

○栗原市長 
 

 

 

 

 

対 
 

応 
 

方 
 

針 

 

原案 事業継続 

 

（理由） 

栗原市内における交通混雑の緩和が図られるとともに、交通安全の確保、沿

道環境の改善等から、早期整備の必要性が高い。 

また、地元自治体からの事業促進の要望活動も強く行われている。 

したがって、事業を継続していくこととする。 

 

 
 


